
回投与予定

計算量： ｍｇあ 　投与量： ｍｇあ

計算量： ｍｇあ 　投与量： ｍｇあ

投与予定時間

（　　　：　　　） １）　EL-３号　５００ｍL １Ｖ

　　　メイロン　２０ｍL ２Ａ

　　　ヘパリン　５０００単位 ０.５Ａ

（　　　：　　　） ２）　生食　　２０ｍＬ １Ａ

　 　メソトレキセ－ト   　　　（　　　　　　 ）ｍｇ

（　　　：　　　） ３）　生食　　２０ｍＬ １Ａ

　 　ダイアモックス　５００mg   　　　 ０.５V

（　　　：　　　） ４）　生食　　２０ｍＬ １Ａ

　　　５－ＦＵ　　　　　　　　　（ ）ｍｇ

５）　生食　　２０ｍＬ １Ａ 　　　静注（ルートフラッシュ）

６）　ロイコボリン錠１５ｍｇ（５ｍｇ×３錠）を、メソトレキセート投与２４時間後より、６時間毎に６回内服

★

神戸労災病院　がん化学療法委員会

１)　点滴終了時　静注

がん化学療法治療計画書　 胃-⑪　2019.11

　□　積極的治療　　□　症状緩和

/

　□　術前補助　　　　□　術後補助

  □　依頼する

担当医/指導医

告知内容

服薬指導

目的

告知程度

　□　抗癌剤を使用する

 身長：　              ｃｍ　　　体重：　        　Kg

　□全告知　□部分告知　□未告知

  □　癌（　原発　・　再発　・　進行　）

【投与スケジュール】

　●　メソトレキセート　　１００ｍｇ/ｍ２　　  Ｄａｙ１　週１回

　看護師（　　　　　）　薬剤師（　　　　　　）

投与開始日　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

 体表面積　　　　　                             　m2

胃癌　メソトレキセート＋５‐FU時間差療法

HBV感染スクリーニング   □　確認済み

特記事項

腎障害の予防のため、酸性尿を引き起こす薬剤の投与は、MTX投与日は避けること。

（　　　：　　　）（　　　：　　　）（　　　：　　　）（　　　：　　　）（　　　：　　　）（　　　：　　　）

（２４時間後、 ３０時間後、 ３６時間後、 ４２時間後、４８時間後、 ５４時間後）

（例：ラシックスやﾎﾞﾙﾀﾚﾝなどのＮＳＡＩＤｓ）

（MTX ： 一般名メトトレキサート、　商品名メソトレキセート）

　●　５‐FU　　　　　　　６００ｍｇ/ｍ２　　  Ｄａｙ１　週１回

１)　点滴開始時　静注

１)　点滴開始時　静注

（５-FU ： 一般名フルオロウラシル、商品名フルオロウラシル）

１８０分


